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学 会 発 表

1) 事由に生血するニホンザルの排氾石生緑虫卵の季節

的変動ならびに駆虫拭攻について

掘非押一郎 ･森 明班

卯20回プ))マーチス研究会 (1967)

ニホンザル研究林

ニホンザル研究林施設設millの準備段階として,特別申

渡 (下北)によって下記の調査研究および折衝が行われ

た｡

1.長野営林局と話し合い,上信越地方における研究

林予定地について相互の了解に適した｡

2.下北半島:1)主として企癌,禿内容と正接観察

から,年間の食物の季節変化と採企行動のPi料をuS机記

録した (和田久他との共同研究2年計画の卯1年)｡2)

これまで知られた約60地点の泊り跡 こついて林分杓Lh,

班生のなかでの位m･地形的特性の調査を進めるため.

初年皮として調査記録の枚対をおこなった (森治伯との

共同研究)｡3)ブナ･ヒバ林の択伐的施米 と更新の過

程を永久クオドラート(40×40m2)を設けて追跡調正

した｡択伐天然更新の辻林技術的節折と.それにともな

っておこる森林植生のサルの生息環境としての変化の予

別を行なうことを 目的と している｡4)冬期12月～3月

(63日間)にわたって,M群の遊動の連続追跡をおこな
った.積雪期の土地利用,遊動の性質,遊動生活への気

象積雪状態の影響,冬期の泊り場のえらばれ方など一遊

助と環境横道,遊動と群れ社会の関係を考える上で,基

本的なデータがえられた｡なお,これまでの調査で,M

L汀については,森林の林分描出と過去の施菜のあり方が,

遊動ルートと泊り切の選択に与える好守をある程度まで

明らかにしえた｡これは,今後,ニホンザル個体群の生

活維持と森林施業のあるべき姿.とを考える枠組を与え

る重要な知見である｡

3.屋久島:1)集中調査 (第3次),1975年7月16-

8月15日(31日)にわたり,12名 (増井憲一,福田史夫,

mltrTT･,小企進一,斉藤,桜井道夫,菅牧子,渡辺邦

夫,J.Burton.丸柄珠樹,足沢貞成,末位)による共同

胴衣をおこなった｡目的としたのは,研究林予定地を中

心とする地域個休郡の現状と動態を.批時的につかむこ

とであった｡仏泳 田一犯ぢ耶刀の西部林道ぞい,国剖岳斜
市の図13-柿 (下尾久営林署1-6林班 :研究林-予定地),

(Ll)それに隣抜する氏'JT林,(C)那.'帖 西北稜 (上尾久Aii4林

怒)を対象に調査した｡全域について郡れの分れ がれ

の大きさをおさえた｡A.Bの4矧 こついては,性 ･年

令杓成･遊動･那問関係･遊動時のグルーピングなどに

ついてくわしい調査がなされた｡

以上は,増井定一他の共同利用研究計画と研究林特別

事兼とを中心にして,企画実行された｡2)丸橋珠樹が

K.0群について,6月,10月.12月,2-3月の通年

の生態学的調査をおこない,自然群のhabituationのも

とに,遊動と土地利用の季節変化の研究をおこなった｡

報 告 そ の 他

足 沢 貞 成

1) 畑に牧田をおよばすサルの対矧 こついて

-T7森爪下北7!!脇野沢村九蝦泊の群れを例に-

⊂維ほにはんざるⅠ.1974⊃
2) 北限にて皿う〔モンキー No.1431975⊃

3) 下北のニホンザル

ー冬の遊動生活と萩林の変貌-(I)
⊂モンキーNo.1441975⊃

4) 下北のニホンザル

ー冬の遊動生tZ;･と萩林の変貌-(I)

⊂モンキーNo.1451975⊃

大学院学生

昭和50年皮における茄瓜大学大学院理学研究科動物学

印攻詔昆籾学分村の学生,相称教官および研究テーマは
つぎのとおりである｡

氏名 学年 指導教官 研 究 テ ー マ

佐様 俊 D2 河合雅雄 ケニア北部に住むレンディ

ーレ族の遊牧生活に関する

研究

班辺邦夫 D2 川村俊蔵 シシバナザルの社会行動

B･S･ Dl 河合雅雄 ニホンザルにおける活動様

グレワル 式と社会関係の量的研究

雫石邦義 Dl 川村俊蔵 モズの社会行動

菅原和孝 Dl 河合雅雄 ニホンザル自群然における

青年期オスの成長にともな

う社会関係の変矧 こ田する

社会学的研究

J･ブル Dl 川村伐践 ニホンザルの Clustering

トン に関する比較行動学的研究

松村道- Dl 久保口攻 正長籾の砧忠運動の制御に
おけるシナプス機構の分析

十川和柑 M2 mt.TS即治 正長類の組織タンパク質の

分解機作の研究

沢田LJi侶 M2 久保EI]klE詔長類行動発現機構の神経

生理学的研究
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